
【様式１】 

令和５年４月２０日 

 

令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

   埼玉県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

上尾市立尾山台小学校     上尾市教育委員会 公立 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価・保護者評価

の結果公表に関する情報 

自己評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL等 

上尾市立尾山台小学校ウェブサイト 

令和４年度特別の教育課程の自己評価結果について 

https://www.city.ageo.lg.jp/site/oyamadai-

elementaryschool/339733.html 

学校関係者評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL等 

上尾市立尾山台小学校ウェブサイト 

令和４年度特別の教育課程の学校関係者評価結果につい 

https://www.city.ageo.lg.jp/uploaded/life/339733_869323_mi

sc.pdf 

保護者評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL等 

上尾市立尾山台小学校ウェブサイト 

令和４年度特別の教育課程の保護者評価結果について 

https://www.city.ageo.lg.jp/uploaded/life/339733_869324_mi

sc.pdf 

 

２．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

本市では、これまでＡＬＴの配置や、各校、カリキュラム・マネジメントにより、柔

軟な時間割の編成を行う（時間割・日課表・年間行事計画等の工夫、モジュール学習、

週２９コマ等）など、英語教育を推進してきた。平成３０年度から、小学校３・４学年

で３５時間を、小学校５・６学年で７０時間の活動型の英語教育として、外国語活動を

実施してきた。 

また、令和元年度から、小学校１・２年生においては、学校教育法施行規則第５１条

に定められる授業時数以外で、年間１０時間程度の外国語活動を実施するほか、英語の

授業以外に、休み時間等を活用し、児童とＡＬＴが自由に会話を楽しむイングリッシュ

トークの実施を通して、日常的にＡＬＴと触れ合う機会を充実させ成果を上げてきた。 

学習指導要領の完全実施に伴い、新たに、これまでの取組をさらに発展させるため、

以下の内容で取り組む。 

ア 小学校１・２学年において、１年生は年間３４時間、２年生は年間３５時間、生活
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科の時間を削減し、英語活動を実施する。 

イ 本市の研究組織である英語活動充実のための検討委員会は、上記アの時間を活用し、

コミュニケーション能力を育成するためカリキュラム及び教材を研究・開発する。 

 

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

本市は、以下のようなニーズに応えるため、市内全小学校が教育課程特例校として、

「進んで英語を話せる上尾の子を育てる」ことを 

 

目指し、英語活動を通して、グローバル化社会で活躍する力を育成する。 

ア 小学校低学年段階から言語活動に慣れ親しませることによる、小・中学校英語教育

の充実や、英語によるコミュニケーションを主体的に図ろうとする児童生徒の育成。 

 

（３）特例の適用開始日 

令和２年４月１日  

 

（４）取組の期間 

無期限 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

・小学校第１・２学年において、１年生は年間３４時間、２年生は年間３５時間、生活

科の時間を削減し、英語活動を実施した。 

・４５分授業ではＡＬＴと連携し、｢触れよう・慣れよう・慣れ親しもう｣という流れで

コミュニケーションに慣れ親しませながら、自分の考えや気持ちを伝え合う力を育成

した。 

・校内研修全体会を年２回実施した。また、毎週１回の授業前は、学年担任とＡＬＴと

で教材研究を協働で行い、授業者の英語力や英語指導力の向上に努めた。 

・新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改善が進むよう、英語活動充実のための検討委

員会が開発した指導案及び教材を活用した。 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 



   

＜特記事項＞ 

・学校だより、ホームページ等を活用して、英語活動の様子を積極的に情報発信した。 

・学校公開では、外国語活動や外国語科の授業を公開した。 

・保護者会や学校運営協議会でも英語教育の取組を紹介した。 

 

４． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係 

本特例は「進んで英語を話せる上尾の子を育てる」ことを目指し、小・中９年間を見

通した英語教育を推進するものである。 

本校の 1・2年生における英語活動実態調査・意識調査の結果を分析すると、｢英語活

動の時間が好きか｣の項目で、「好き」と回答した児童は 88%、「どちらかと言えば好き」

と回答した児童は 12％で、合わせると 100％の児童が英語活動を好きと感じていること

が分かった。また、｢担任やＡＬＴの質問に、簡単な英語で答えたり、自分の考えを伝え

たりしているか｣の項目では、「いつもしている」が 58％、「ときどきしている」が 30%と

なり、何らかの反応を表わそうとしている児童が 88%という高い数値を示し、本校が目

指している子供像に迫れている。 

また、英語活動で意識している｢４つのコミュニケーションルール｣（アイコンタク 

ト・クリアヴォイス・スマイル・グッドレスポンス）を日常活動にも取り入れ、帰りの

会で忘れ物がないかを確認する際も簡単な英語でやりとりするなどした。これらは、人

権意識の向上や豊かな心の育成に良い影響を与えていると捉えている。 

一方で、児童への意識調査から、若干名ではあるが「自分から考えを伝えようとして

いない」児童が 12%といる実態も見えた。英語教育により、進んで英語を話せる子を目

指すことは、本市の重点目標であることを鑑みると、今後は、躊躇せずに何らかの反応

を表現できる授業を展開できるよう、校内研修では、より具体的な実践を中心に取り組

み、教師の指導力をさらに向上させていくことが課題である。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

本校では、ＡＬＴが常駐配置されているため、児童は授業以外でもネイティブ・スピ

ーカーの生きた英語を体感し、実生活に近い状況での英語によるコミュニケーションを

経験したり、異文化に触れたりしている。そのため自然と他国を尊重する心を育めてい

る。 

また、ＡＬＴの問いかけに対して無反応の児童がほぼおらず、積極的にコミュニケー

ションを図ることができていた。英語活動で慣れ親しんだ語彙や表現を活用して、互い

の考えや気持ちを伝え合うことができる児童が増えているとともに、コミュニケーショ

ン能力が着実に育成できており、特例校の取組の効果が表れている。 

   コロナ禍においては、常時マスクを着用しての活動となっていたが、今後は、担任や

ＡＬＴは、マスクをはずし、表情を見せることで、より効果的な指導を実践することが



期待できる。昨年度まで蓄積した密にならずに楽しめる活動の教材・教具を活用すると

ともに、今年度も新たな教材開発を進めながら、児童が楽しく英語活動に取り組める授

業作りを実践していく。 

 

５．課題の改善のための取組の方向性 

４に示すような課題を踏まえて、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を

図りながら、今後は新学習指導要領の趣旨を踏まえた学習評価を進めていくことが重要で

あると考えている。英語活動充実のための検討委員会で作成した指導案例及び教材の活用、

また、市教委主催の研修を活用しながら、児童の積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度の育成を推進していく。 

 


